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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第88期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第87期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 6,449,0628,699,24030,731,715

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△220,352 474,1011,169,976

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（千円） △113,833 169,176 664,155

純資産額（千円） 25,557,99225,957,795　 26,146,668

総資産額（千円） 32,320,75132,838,303　 33,107,733

１株当たり純資産額（円） 974.99 990.73 998.37

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（円）
△4.39 6.53 25.63

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） ― ―     ―

自己資本比率（％） 78.1 78.1 78.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△351,794 100,8241,339,340

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△75,604 △75,421△247,161

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△668,364△228,248△1,919,757

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 4,166,5164,231,6094,430,195

従業員数（人） 993 994 977

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．第87期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、1株当

たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第88期第１四半期連結累計（会計）期間及び第87期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

  なお、当第１四半期連結会計期間よりセグメント情報の事業区分を変更しております。変更の内容については、「第

５ 経理の状況 １．四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」に記載のとおりであり

ます。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 994 　

　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 822     

　（注）　従業員数は就業人員を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【営業実績】

営業実績を示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 作業種別
当第１四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）
売上金額（千円） 前年同四半期比（％）　

物流事業

船内荷役 2,093,284

  ―

はしけ運送 32,096

沿岸荷役 1,647,827

倉庫保管 487,355

海上運送 983,879

陸上運送 1,311,381

附帯作業 2,078,182

手数料 65,231

合計 8,699,240

　（注）１　当第１四半期連結会計期間より、単一のセグメントに集約しております。

　      ２　前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の売上実績及び当該売上実

　　　　　　績の総売上実績に対する割合は次のとおりであります。

　

　

　

 　

相手先

　

　前第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日

　　至　平成21年６月30日）

　当第１四半期連結会計期間

（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年６月30日）

　 　金額（千円） 　割合（％） 　金額（千円） 　割合（％）

　 　新日本製鐵株式會社 752,692 12.0 1,040,509 12.0

３　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1)経営成績の分析　

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、海外経済の改善や政府の経済対策の効果などを背景に企業

収益の改善が続くなかで、景気の自律的回復への基盤が整いつつあります。しかし一方で、失業率が高水準にあるこ

とや欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念が存在することなどから、依然として厳しい状況が続いております。

このような環境のもと、名古屋港における物流業界の輸出入貨物の荷動きにおきましても、前年同期に比べると若

干上回ってはいるものの、依然低い水準となっております。

この間、当社グループは営業活動に鋭意努力を重ねた結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は86億9千9百万円

（前年同期比34.9％増）となりました。

作業種別の内訳は次のとおりであります。

船内荷役料20億9千3百万円（前年同期比20.5%増）、はしけ運送料3千2百万円（前年同期比183.4%増）、沿岸荷役

料16億4千7百万円（前年同期比42.4%増）、倉庫保管料4億8千7百万円（前年同期比0.2%増）、海上運送料9億8千3百

万円（前年同期比36.7%増）、陸上運送料13億1千1百万円（前年同期比40.3%増）、附帯作業料20億7千8百万円（前年

同期比54.1%増）、手数料6千5百万円（前年同期比20.5%増）であります。

利益面におきましては、営業利益は3億6千3百万円（前年同期は営業損失3億7千3百万円）、経常利益は4億7千4百

万円（前年同期は経常損失2億2千万円）、四半期純利益は1億6千9百万円（前年同期は四半期純損失1億1千3百万

円）となりました。

なお、当社グループは当第１四半期連結会計期間より、事業区分を、「物流事業」の単一のセグメントに集約した

ため、セグメント情報の記載はありません。また、変更の内容については、「第５ 経理の状況 １．四半期連結財務諸

表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」に記載のとおりであります。

 

(2)財政状態の分析

当社グループは、適切な流動性の維持、事業活動のための資金確保及び健全なバランスシートの維持を財務方針と

しております。　

（総資産）　

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2億6千9百万円減少して328億3千8百万

円となりました。このうち、流動資産は1億5千9百万円減少して107億8千8百万円、固定資産は1億9百万円減少して220

億4千9百万円となりました。流動資産の減少の主な要因は、現金及び預金、繰延税金資産の減少によるものであり、固

定資産の減少の主な要因は、投資有価証券の評価額減少によるものであります。

（負債）　

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ8千万円減少し68億8千万円となりました。

このうち、流動負債は2億8千3百万円減少して41億4千1百万円、固定負債は2億2百万円増加して27億3千9百万円とな

りました。流動負債の減少の主な要因は、未払法人税等及び賞与引当金の減少によるものであり、固定負債の増加の

主な要因は、資産除去債務の計上によるものであります。　

（純資産）　

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1億8千8百万円減少し259億5千7百万円

となりました。このうち、株主資本は9千9百万円減少して253億7千6百万円、評価・換算差額等は9千9百万円減少して

2億8千4百万円、少数株主持分は9百万円増加して2億9千7百万円となりました。株主資本の減少の主な要因は、利益剰

余金の減少によるものであります。
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(3)キャッシュ・フローの状況　

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、42億3千1百万円（前年同

期比1.6％増）となりました。　

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動の結果得られた資金は、1億円（前年同期は3億5千1百万円の使用）となりました。　

主な内訳は、税金等調整前四半期純利益3億2千1百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額1億5千4百万円

である一方で、賞与引当金の減少額3億6千3百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用された資金は、7千5百万円（前年同期比0.2％減）となりました。　

　主な内訳は、定期預金の払戻による収入1億円である一方で、貸付けによる支出7千8百万円、有形固定資産の取得に

よる支出5千5百万円、定期預金の預入による支出3千9百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動の結果使用された資金は、2億2千8百万円（前年同期比65.8%減）となりました。　

主な内訳は、配当金の支払額2億3千万円であります。　

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(5)研究開発活動　

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した設備の新設、除却等の計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 27,487,054 27,487,054
名古屋証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 27,487,054 27,487,054 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
― 27,487,054 ― 2,046,941 ― 1,374,650

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式 517,000
― ―

(相互保有株式)

普通株式 123,000
― ―

完全議決権株式(その他)
  普通株式

 26,603,000

    

26,603
―

単元未満株式
 普通株式

244,054
― ―

発行済株式総数 27,487,054 ― ―

総株主の議決権 ― 26,603 ―

 

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

伊勢湾海運株式会社

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
517,000 ― 517,000 1.88

(相互保有株式)

株式会社コクサイ物流

名古屋市港区入船一丁目

７番40号
123,000 ― 123,000 0.45

計 ― 640,000 ― 640,000 2.33

（注）　当第１四半期会計期間末日現在の自己保有株式数は518,000株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 405 400 391

最低（円） 387 369 365

（注）　最高・最低株価は名古屋証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,367,909 4,524,555

受取手形及び売掛金 5,567,371 5,521,398

繰延税金資産 228,348 445,002

その他 639,424 472,849

貸倒引当金 △14,462 △15,214

流動資産合計 10,788,591 10,948,590

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 7,190,760

※1
 7,205,697

機械装置及び運搬具（純額） ※1, ※2
 1,026,007

※1, ※2
 982,927

土地 8,783,202 8,779,963

リース資産（純額） ※1
 31,648

※1
 34,389

その他（純額） ※1
 173,033

※1
 179,275

有形固定資産合計 17,204,651 17,182,254

無形固定資産

その他 6,907 7,065

無形固定資産合計 6,907 7,065

投資その他の資産

投資有価証券 2,022,731 2,176,357

出資金 848,019 849,159

長期貸付金 914,161 914,161

繰延税金資産 375,747 251,067

その他 760,305 862,874

貸倒引当金 △82,811 △83,796

投資その他の資産合計 4,838,153 4,969,823

固定資産合計 22,049,712 22,159,143

資産合計 32,838,303 33,107,733

EDINET提出書類

伊勢湾海運株式会社(E04330)

四半期報告書

11/22



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,507,443 2,444,127

短期借入金 66,667 21,000

1年内返済予定の長期借入金 92,476 104,974

リース債務 11,515 11,515

未払法人税等 21,720 436,563

賞与引当金 377,000 740,000

その他 1,064,650 666,784

流動負債合計 4,141,473 4,424,964

固定負債

長期借入金 84,644 103,589

リース債務 21,715 24,594

退職給付引当金 2,010,517 1,999,226

資産除去債務 216,256 －

その他 405,901 408,690

固定負債合計 2,739,034 2,536,100

負債合計 6,880,507 6,961,064

純資産の部

株主資本

資本金 2,046,941 2,046,941

資本剰余金 1,463,431 1,463,431

利益剰余金 22,591,115 22,690,402

自己株式 △725,273 △725,120

株主資本合計 25,376,214 25,475,655

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 290,557 393,149

為替換算調整勘定 △6,508 △9,960

評価・換算差額等合計 284,048 383,188

少数株主持分 297,531 287,824

純資産合計 25,957,795 26,146,668

負債純資産合計 32,838,303 33,107,733

EDINET提出書類

伊勢湾海運株式会社(E04330)

四半期報告書

12/22



（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 6,449,062 8,699,240

売上原価 5,389,164 6,906,440

売上総利益 1,059,898 1,792,799

販売費及び一般管理費 ※
 1,433,281

※
 1,429,039

営業利益又は営業損失（△） △373,383 363,760

営業外収益

受取利息 10,381 7,424

受取配当金 16,630 13,261

為替差益 39,615 25,872

持分法による投資利益 11,417 15,638

受取賃貸料 33,388 29,652

その他 47,587 20,520

営業外収益合計 159,020 112,369

営業外費用

支払利息 5,733 1,957

その他 254 70

営業外費用合計 5,988 2,028

経常利益又は経常損失（△） △220,352 474,101

特別利益

貸倒引当金戻入額 989 1,677

固定資産売却益 39,906 349

その他 366 17

特別利益合計 41,262 2,044

特別損失

固定資産除却損 1,571 8

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 154,831

特別損失合計 1,571 154,839

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△180,661 321,305

法人税、住民税及び事業税 3,115 4,082

法人税等調整額 △73,703 126,070

法人税等合計 △70,588 130,153

少数株主損益調整前四半期純利益 － 191,152

少数株主利益 3,761 21,976

四半期純利益又は四半期純損失（△） △113,833 169,176
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△180,661 321,305

減価償却費 239,393 209,779

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,997 △1,736

賞与引当金の増減額（△は減少） △370,000 △363,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,403 11,271

受取利息及び受取配当金 △27,011 △20,686

支払利息 5,733 1,957

為替差損益（△は益） △47,496 △28,813

持分法による投資損益（△は益） △11,417 △15,638

有形固定資産売却損益（△は益） △39,906 △349

有形固定資産除却損 1,571 8

売上債権の増減額（△は増加） 460,188 △45,403

仕入債務の増減額（△は減少） △257,310 63,142

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 154,831

その他 △164,698 165,646

小計 △365,213 452,315

利息及び配当金の受取額 25,915 22,309

利息の支払額 △5,536 △1,329

法人税等の支払額 △6,960 △372,470

営業活動によるキャッシュ・フロー △351,794 100,824

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,326 △55,701

有形固定資産の売却による収入 18,389 349

定期預金の預入による支出 － △39,870

定期預金の払戻による収入 － 100,000

貸付けによる支出 △78,000 △78,000

その他 1,332 △2,199

投資活動によるキャッシュ・フロー △75,604 △75,421

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 29,997 45,667

長期借入金の返済による支出 △354,819 △31,443

自己株式の取得による支出 △626 △153

自己株式の処分による収入 132 －

配当金の支払額 △331,918 △230,140

少数株主への配当金の支払額 △9,300 △9,300

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,829 △2,878

財務活動によるキャッシュ・フロー △668,364 △228,248

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,223 4,261

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,079,540 △198,585

現金及び現金同等物の期首残高 5,246,056 4,430,195

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,166,516

※
 4,231,609
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

記載すべき事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更  資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ1,710千円、税金等調整前

四半期純利益は、156,541千円減少しております。また、当会計基準等の適用

開始による資産除去債務の変動額は216,256千円であります。

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第１四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「長期預り保証金」は、重要性が乏しくなったため、当第

１四半期連結会計期間より固定負債の「その他」に含めております。なお、当第１四半期連結会計期間において

「その他」に含まれている「長期預り保証金」は、8,289千円であります。

　

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

記載すべき事項はありません。　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、15,920,069千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、15,663,236千円で

あります。

※２　国庫補助金の受入れにより、有形固定資産の取得価額

から直接減額した金額　　

機械装置　　　　　　　　　　 　　　 8,110千円　　

※２　国庫補助金の受入れにより、有形固定資産の取得価額

から直接減額した金額　

機械装置　　　　　　　　　　　　　　8,110千円　

３　保証債務　

当社は、連結会社以外の会社の金融機関等からの借

入金に対して、債務保証をしております。

なお、（　）内は当社負担分であります。　

会社名 保証債務額　  

青海流通センター株式会社　 154,500千円

 (154,500)

大阪港総合流通センター株式会社

　
115,318 

 (115,318)

株式会社ワールド流通センター　 1,541,600 

 (1,541,600)

飛島コンテナ埠頭株式会社※　 13,540,589 

 (541,623)

合計　 15,352,008千円　

 (2,353,041)

※飛島コンテナ埠頭株式会社に対する保証について

は、連帯保証債務であります。　

３　保証債務

当社は、連結会社以外の会社の金融機関等からの借

入金に対して、債務保証をしております。

なお、（　）内は当社負担分であります。

会社名 保証債務額　  

青海流通センター株式会社　 157,700千円

 (157,700)

大阪港総合流通センター株式会社

　
120,449 

  (120,449)

株式会社ワールド流通センター　 1,595,500 

 (1,595,500)

飛島コンテナ埠頭株式会社※　 13,663,691 

 (546,547)

合計　 15,537,341千円　

 (2,420,197)

※飛島コンテナ埠頭株式会社に対する保証について

は、連帯保証債務であります。

４　受取手形裏書譲渡高

          62,538千円　　

４　受取手形裏書譲渡高

      133,104千円　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 79,335千円

給与手当 587,491 

退職給付費用 43,422 

賞与引当金繰入額　 212,047 

減価償却費　 37,370 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 86,295千円

給与手当 615,812 

退職給付費用 32,198 

賞与引当金繰入額　 211,863 

減価償却費　 34,075 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年６月30日現在）　

 

現金及び預金勘定 4,281,556千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△115,040 

現金及び現金同等物 4,166,516千円

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成22年６月30日現在）　

 

現金及び預金勘定 4,367,909千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△136,300 

現金及び現金同等物 4,231,609千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　27,487千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　   1,586千株

３．配当に関する事項

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 269,693 10.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　

４．株主資本の金額の著しい変動　

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）

 
港湾運送事業
（千円）

その他運輸関
連事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 2,905,4893,543,5736,449,062 ― 6,449,062

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ― ―

計 2,905,4893,543,5736,449,062 ― 6,449,062

営業利益又は営業損失（△） △240,600 84,099△156,500(216,882)△373,383

　（注）１　事業の区分は、事業の性質及び営業取引の類似性を勘案して区分しております。

２　各事業区分の主要な内容

港湾運送事業……港湾の船内荷役、沿岸荷役、はしけ運送の各事業

その他運輸関連事業……海上・陸上運送、附帯、倉庫、一般廃棄物及び産業廃棄物の運送ならびに再生処理、

一般貨物自動車運送の各事業

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）

本邦の売上高は全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

当第1四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）　

当社グループは、物流事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

　平成20年３月21日）を適用しております。

　なお、当社グループは従来、事業の種類別セグメントを「港湾運送事業」、「その他運輸関連事業」の２セグメ

ントに分類集計しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「物流事業」の単一のセグメントに集約い

たしました。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額     990.73円 １株当たり純資産額 998.37円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 25,957,795 26,146,668

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 297,531 287,824

（うち少数株主持分） (297,531) (287,824)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額（千円） 25,660,263 25,858,844

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（千株）
25,900 25,900

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △4.39円

  なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　　

１株当たり四半期純利益金額     6.53円

  なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △113,833 169,176

普通株主に帰属しない金額（千円） ― －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△113,833 169,176

期中平均株式数（千株） 25,940 25,900

（重要な後発事象）

        該当事項はありません。　

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　 　

平成21年８月７日

　 　

伊勢湾海運株式会社

　取締役会 御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　正明　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉　 誠　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢湾海運株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢湾海運株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　

2. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　 　

平成22年８月６日

　 　

伊勢湾海運株式会社

　取締役会 御中

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　正明　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉　 誠　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伊勢湾海運株式会社

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伊勢湾海運株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）1. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　

2. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　
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